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市議会議案参考資料 
 

（予算常任委員会 建設環境分科会提出分） 
 

 

 

 

 

 

 

吹 田 市 





議案番号 部 名
ペ ー ジ
番 号

資　料　名

議案第２６号 環 境 5～8 公共施設への再エネ導入ポテンシャル調査における結果の詳細 村 口

議案第２６号 環 境 9～14
資源循環エネルギーセンター延命事業における工事項目と費用
の精査の経過表

川 田 小 北

議案第２６号 環 境 15～16
ＰＰＡ方式による公共施設への太陽光発電を設置している他自
治体の事例

小 北

議案第２６号 都市計画 17～20 令和７年度(2025年度)資産経営室が行う事業一覧（予定） 梶 川

議案第２６号 都市計画 21～22
東西道路（市道片山町21号線及び朝日が丘町12号線）拡幅整備
の検討経過

村 口

議案第２６号 都市計画 23～24 吹田市居住支援協議会の取組 小 北

議案第２６号 土 木 25～26
吹田市公共交通維持・改善計画の見直しに係る委託業務内容の
詳細

村 口

議案第２６号 土 木 27～28 JR吹田駅周辺の自転車駐車場の利用率 村 口

議案第２６号 土 木 29 吹田市の無電柱化の考え方 村 口

議案第２６号 土 木 31
都市計画道路千里丘朝日が丘線道路新設事業の今後のスケ
ジュール（土地の取得率含む）

村 口

議案第２６号 土 木 33 自転車ヘルメット購入補助における購入者の属性 川 田

議案第２６号 土 木 35
都市計画道路千里丘朝日が丘線道路新設事業における令和６年
度の進捗状況

川 田

議案第２６号 土 木 37～42
中の島公園の魅力向上事業に応募を検討していた団体のヒアリ
ング資料

今 西

議案第２６号 土 木 43～46 自転車駐車場の収容台数と供用開始時期 小 北

議案第３５号 水 道 47 大阪府内３３市における水道料金比較 小 北

議案第３５号 水 道 48 資本的収支の不足額及び補塡状況 小 北

議案第３６号 下 水 49～52 下水道施設の老朽化対策 小 北

要求委員名





 

（１） 
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（２） 

 

①

②

③

④
CO2削減量

[t-CO2]

年間電力使用量

[kWh]

年間発電量

[kWh]

パネル出力

[W]

パネル枚数

[枚]

設備容量

[kW]

その他留意点 －

電力

1972 旧(耐震補強済) RC造 4 2017 －

1972 旧(耐震補強済) RC造 4 2023 －

292,369.0 193,403.7 410 398 163.2 71.6

2023 －

1972 旧(耐震補強済) RC造 4 2007
建築概要

建築年度 耐震基準 建築構造 階数

1972 旧(耐震補強済) RC造 4

－

最新防水改修年度 屋根仕上げ

積載荷重を 

満たさないため 

設置不可 
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（３） 

 

設置手法 

陸屋根 傾斜屋根 

コンクリート基礎 
乾式基礎(防水 

アンカー/あと基礎) 
乾式基礎 

アンカーレス 

(置き型架台) 
支持金具 

設置 

イメージ 

     

概要 

標準的な工法。新築時

や大規模改修時等にも

使用される。建築躯体

に連結されるため、強

度上も優れている。 

既築の建物等に設置す

る際によく使用される

工法。アンカーに防水

を巻き上げることで防

水を行う。 

一つ当たりの強度が弱

い為、多段設置や高角

度には不向き。 

既築の建物等に設置す

る際によく使用される

工法。基礎の下部に防

水を巻き上げることで

防水を行う。 

既築の建物等に設置す

る際によく使用される

工法。架台内部にコン

クリート二次製品を置

き、その重量で風圧荷

重に耐える。設置角度

は低角度で固定され、

設置高さが高い場合

は、設置不可。 

折板屋根の場合によく

使用される工法。屋根

のハゼ部分を金具で挟

み込むことによって固

定を行う。 

重量は最も軽量とな

る。 

スレート系の屋根の場

合も軽量で施工性の高

さから設置に適してい

る。 

メリット 
・強度が強く様々な設

置に対して対応可 
・コンクリート養生期間の短縮が可能 

・コンクリート養生が

不要なため、施工期

間の短縮が可能 

・アンカーを打たない

ため、防水層を傷め

ない 

・軽量 

・低コスト 

・アンカーを打たない

ため防水層を傷めな

い 

デメリット 

・高コスト 

・コンクリート養生に

時間を要する 

・防水層を傷める 

・既成の部品と組み合わせて設置するため耐性が

弱い。 

・防水層を傷める 

・アンカーを使用しな

いため安定性は完全

に保証されない 

・金属製のため腐食や

劣化する可能性があ

る 

備考 

参考重量 

パネル含む m2荷重： 

90～250kg/m2程度 

参考重量 

パネル含む m2荷重： 

15～50kg/m2程度 

参考重量 

パネル含む m2荷重： 

26～50kg/m2程度 

参考重量 

パネル含む m2荷重： 

15～30kg/m2程度 

参考重量 

パネル含む m2荷重： 

15 ～30kg/m2程度 

①
②

③

④

①

②

③

④ － － － － ×

－

× △ △ 〇 －

× △ △ 〇 －

積載荷重

[kg/m2]

床 小梁 大梁・柱 地震

30 10 10 0

90 306565

乾式(鋼製基礎)
アンカーレス

(置き型架台)
支持金具

参考重量

(パネル含むm2荷重)
90～250kg/m2 15~50kg/m2 26~50kg/m2 15~30kg/m2 15~30kg/m2

設置手法

× △ △ 〇

設置手法

陸屋根 傾斜屋根

コンクリート基礎
乾式基礎

(防水アンカー/あと基礎)
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（４） 

 

日平均需要量

[kWh]
16.69

〇

日平均発電量

[kWh]
22.05

余剰電力の発生

余剰電力の発生 〇

5月の日平均発電量

[kWh]
29.83

5月の日平均需要量

[kWh]
9.48

余剰電力の発生 〇

年間の日平均発電量

[kWh]
22.05

休日の日平均需要量

[kWh]
8.87

年間の日平均発電量

[kWh]
22.05

平日の日平均需要量

[kWh]
20.61

余剰電力の発生 〇
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議
案
第
２
６
号
参
考
資
料

環
境
部
　
資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

凡
例

全
更
新
：
◎

資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
延
命
事
業
に
お
け
る

部
分
更
新
：
○

工
事
項
目
と
費
用
の
精
査
の
経
過
表

対
象
外
と
し
た
設
備
：




プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

見
積
り

長
寿
命
化

総
合
計
画

予
算
提
案

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

計
量
機

◎
◎

計
量
機
デ
ー
タ
処
理
装
置

◎

ご
み
ク
レ
ー
ン

◎
〇

給
じ
ん
装
置

◎
◎

◎

乾
燥
ス
ト
ー
カ

◎
◎

◎

第
一
燃
焼
ス
ト
ー
カ

◎
◎

◎

第
二
燃
焼
ス
ト
ー
カ

◎
◎

◎

後
燃
焼
ス
ト
ー
カ

◎
◎

◎

ス
ト
ー
カ
ロ
ッ
ド
シ
ー
ル
用
ジ
ャ
バ
ラ

◎
◎

◎

炉
本
体
（
耐
火
物
築
炉
）

◎
◎

◎

落
じ
ん
ホ
ッ
パ
及
び
シ
ュ
ー
ト

◎
◎

◎

主
灰
ホ
ッ
パ

◎
◎

〇

ボ
イ
ラ
水
管
（
メ
ン
ブ
レ
ン
・
仕
切
水
管
）

◎
◎

〇

ボ
イ
ラ
水
管
（
過
熱
器
）

◎
◎

〇

ボ
イ
ラ
下
部
ホ
ッ
パ
及
び
シ
ュ
ー
ト

◎
◎

◎

ボ
イ
ラ
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ヤ

◎
◎

ボ
イ
ラ
給
水
ポ
ン
プ

◎

高
圧
蒸
気
だ
め

◎
〇

脱
気
器
給
水
ポ
ン
プ

◎

予
算
積
算

設
備
・
機
器
名
称

１
.
　
受
入
供
給
設
備

２
.
　

燃
焼

設
備

３
.
　
燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

（
1
）
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凡
例

全
更
新
：
◎

資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
延
命
事
業
に
お
け
る

部
分
更
新
：
○

工
事
項
目
と
費
用
の
精
査
の
経
過
表

対
象
外
と
し
た
設
備
：




プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

見
積
り

長
寿
命
化

総
合
計
画

予
算
提
案

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

予
算
積
算

設
備
・
機
器
名
称

３
.　

燃
焼
ガ
ス
冷
却
設
備

Ｖ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
（
圧
力
波
式
ス
ー
ト
ブ
ロ
ワ
）

◎
◎

排
ガ
ス
処
理
用
空
気
圧
縮
機

◎
◎

◎

ろ
過
式
集
じ
ん
器

◎

ろ
過
式
集
じ
ん
器
ダ
ス
ト
コ
ン
ベ
ヤ

◎

減
湿
水
冷
却
器

◎
〇

排
ガ
ス
再
加
熱
器

◎
〇

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
付
属
機
器

◎
◎

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

◎
〇

二
次
送
風
機

◎
◎

風
道
用
ダ
ク
ト

◎
〇

煙
道
用
ダ
ク
ト

◎
〇

落
じ
ん
コ
ン
ベ
ヤ

◎
◎

焼
却
主
灰
コ
ン
ベ
ヤ

◎

焼
却
主
灰
切
替
ダ
ン
パ

◎

Ａ
系
、
Ｂ
系
Ｎ
ｏ
.１

焼
却
主
灰
コ
ン
ベ
ヤ

◎

Ａ
系
、
Ｂ
系
Ｎ
ｏ
.２

焼
却
主
灰
コ
ン
ベ
ヤ

◎

大
塊
物
コ
ン
ベ
ヤ

◎
〇

共
通
大
塊
物
コ
ン
ベ
ヤ

◎
◎

非
常
用
焼
却
主
灰
コ
ン
ベ
ヤ

◎
◎

鉄
分
コ
ン
ベ
ヤ

◎

前
処
理
系
シ
ュ
ー
ト

◎

５
.
　
余
熱
利
用
設
備

６
.
　

通
風

設
備

７
.
　

灰
出

し
設

備

４
.
　
排
ガ
ス
処
理
設
備

（
2
）
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凡
例

全
更
新
：
◎

資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
延
命
事
業
に
お
け
る

部
分
更
新
：
○

工
事
項
目
と
費
用
の
精
査
の
経
過
表

対
象
外
と
し
た
設
備
：




プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

見
積
り

長
寿
命
化

総
合
計
画

予
算
提
案

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

予
算
積
算

設
備
・
機
器
名
称

７
.　

灰
出
し
設
備

非
常
用
焼
却
主
灰
及
び
大
塊
物
ピ
ッ
ト
水
素
爆
発
対
策

◎
◎

◎

磁
選
機

◎

破
砕
機

◎

焼
却
主
灰
貯
槽

◎
〇

焼
却
主
灰
定
量
供
給
装
置

◎

焼
却
主
灰
計
量
槽

◎
〇

焼
却
主
灰
計
量
槽
切
出
装
置

◎
〇

焼
却
飛
灰
計
量
槽

◎
◎

焼
却
飛
灰
計
量
槽
切
出
装
置

◎
◎

焼
却
飛
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

Ｎ
ｏ
.１

焼
却
主
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

Ｎ
ｏ
.２

焼
却
主
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

混
合
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

混
合
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

混
合
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ
切
替
ダ
ン
パ

◎

灰
戻
し
コ
ン
ベ
ヤ

◎

Ｎ
ｏ
.３

焼
却
主
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

灰
溶
融
炉

◎
◎

〇

主
電
極
・
補
助
電
極
昇
降
装
置

◎
◎

〇

炉
体
傾
動
装
置

◎
◎

電
極
接
続
装
置
、
電
源
供
給
装
置

◎
〇

８
.
　

溶
融

設
備

（
3
）
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凡
例

全
更
新
：
◎

資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
延
命
事
業
に
お
け
る

部
分
更
新
：
○

工
事
項
目
と
費
用
の
精
査
の
経
過
表

対
象
外
と
し
た
設
備
：




プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

見
積
り

長
寿
命
化

総
合
計
画

予
算
提
案

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

予
算
積
算

設
備
・
機
器
名
称

溶
融
排
ガ
ス
誘
引
通
風
機

◎

水
砕
水
槽
及
び
ス
ラ
グ
排
出
コ
ン
ベ
ヤ

◎
◎

ス
ラ
グ
磁
選
機

◎

ス
ラ
グ
粉
砕
機

◎

Ｎ
ｏ
.
３
ス
ラ
グ
コ
ン
ベ
ヤ

◎

粗
大
ス
ラ
グ
切
替
ダ
ン
パ

◎

溶
融
排
ガ
ス
減
温
装
置

◎
◎

〇

ダ
ク
ト
ク
リ
ー
ナ

◎
◎

〇

希
釈
空
気
送
風
機

◎
◎

溶
融
排
ガ
ス
ろ
過
式
集
じ
ん
器

◎
◎

〇

非
常
用
ろ
過
式
集
じ
ん
器

◎
◎

溶
融
窒
素
酸
化
物
除
去
装
置

◎
〇

Ｎ
ｏ
.３

溶
融
飛
灰
コ
ン
ベ
ヤ

◎

溶
融
設
備
風
道
用
ダ
ク
ト

◎

溶
融
設
備
煙
道
用
ダ
ク
ト

◎

Ｎ
ｏ
.１

溶
融
飛
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

Ｎ
ｏ
.２

溶
融
飛
灰
供
給
コ
ン
ベ
ヤ

◎

溶
融
電
気
設
備

◎
〇

溶
融
計
装
設
備

◎
〇

９
.　

溶
融
物
等
貯
留
搬
出
設
備

搬
出
ク
レ
ー
ン

◎
〇

〇

1
0
.
　

排
水

処
理

設
備

脱
水

機
◎

８
.
　

溶
融

設
備

（
4
）
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凡
例

全
更
新
：
◎

資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
延
命
事
業
に
お
け
る

部
分
更
新
：
○

工
事
項
目
と
費
用
の
精
査
の
経
過
表

対
象
外
と
し
た
設
備
：




プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

見
積
り

長
寿
命
化

総
合
計
画

予
算
提
案

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

予
算
積
算

設
備
・
機
器
名
称

1
0
.
　

排
水

処
理

設
備

排
水

塩
酸

ガ
ス

吸
収

装
置

◎

純
水
装
置
送
水
ポ
ン
プ

◎
◎

プ
ラ
ン
ト
用
水
高
架
水
槽

◎
◎

◎

自
然
循
環
冷
却
水
高
架
水
槽

◎
◎

◎

雑
用
空
気
圧
縮
機

◎
◎

◎

環
境
集
じ
ん
排
風
機

◎
◎

見
学
者
用
設
備
機
器
説
明
装
置

◎
◎

特
高
・
高
圧
受
配
電
設
備

◎
〇

〇

主
変
圧
器

◎
〇

〇

低
圧
配
電
盤

◎
〇

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

◎
〇

低
圧
動
力
盤
・
分
電
盤

◎
◎

〇

誘
引
通
風
機
イ
ン
バ
ー
タ
盤

◎
◎

〇

現
場
動
力
盤
・
分
電
盤

◎
◎

〇

現
場
操
作
盤

◎
◎

〇

プ
ラ
ン
ト
保
安
用
発
電
設
備

◎
〇

〇

Ｄ
Ｃ
Ｓ
オ
ペ
レ
ー
タ
コ
ン
ソ
ー
ル

◎
◎

◎

Ｄ
Ｃ
Ｓ
プ
ロ
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◎
◎

◎

Ｄ
Ｃ
Ｓ
リ
モ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◎
◎

◎

中
央
監
視
盤

◎
◎

〇

計
装
機
器

◎
〇

〇

1
1
.
　

給
水

設
備

1
2
.
　

雑
設

備

1
3
.
　

電
気

設
備

1
4
.
　

計
装

設
備

（
5
）
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凡
例

全
更
新
：
◎

資
源
循
環
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
延
命
事
業
に
お
け
る

部
分
更
新
：
○

工
事
項
目
と
費
用
の
精
査
の
経
過
表

対
象
外
と
し
た
設
備
：




プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

見
積
り

長
寿
命
化

総
合
計
画

予
算
提
案

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

設
備
・

機
器
名
称

予
算
積
算

設
備
・
機
器
名
称

排
水
処
理
制
御
盤

◎
〇

〇

環
境
測
定
機
器
（
分
析
計
）

◎
〇

Ｉ
Ｔ
Ｖ
設
備

◎
〇

レ
ー
ザ
ー
Ｏ
２
計

◎
◎

Ｄ
Ｃ
Ｓ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

◎
◎

◎

計
装
空
気
設
備

◎
◎

◎

レ
ー
ザ
ー
Ｈ
２
Ｏ
計

◎
◎

燃
焼
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム

◎
◎

配
管

◎
〇

〇

弁
類

◎
〇

〇

仮
設
計
量
棟

◎
◎

解
体
撤
去
工
事
（
仮
設
・
除
染
・
分
析
・
処
分
）

◎
◎

◎

1
6
.
　
建
築
設
備

土
木
建
築
工
事
（
機
械
基
礎
、
仮
設
開
口
・
復
旧
）

◎
◎

◎

1
7
.
　

各
種

ろ
過

装
置

工
事

〇

プ
ラ

ン
ト

設
備

工
事

総
額

約
2
3
0
億

円
約
1
5
8
億

円
約
1
5
4
億

円

1
5
.
　

そ
の

他
　
　
 
プ
ラ
ン
ト
設
備
他

1
4
.
　

計
装

設
備

（
6
）
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議
案
第
２
６
号
参
考
資
料

都
市
計
画
部
資
産
経
営
室

令
和
7
年
(
2
0
2
5
年
)
2
月
時
点

№
事
　
業
　
名
　
称

事
業
所
管

業
務
別
件
数

事
業
施
設
名

1
（
仮
称
）
片
山
・
岸
部
地
域
備
蓄
倉
庫
整
備
事
業

総
務
部

工
事
　
1件

岸
部
中
（
北
）
住
宅
跡
地
複
合
施
設

（
備
蓄
倉
庫
）

2
庁
舎
管
理
事
業

総
務
部

工
事
　
1件

本
庁
舎

3
車
両
管
理
事
業

総
務
部

工
事
　
1件

本
庁
舎

4
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

市
民
部

設
計
　
1件

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

5
市
民
ホ
ー
ル
管
理
事
業

市
民
部

工
事
　
2件

高
野
台
市
民
ホ
ー
ル
、
竹
見
台
市
民
ホ
ー
ル

6
市
民
体
育
館
管
理
事
業

都
市
魅
力
部

工
事
　
1件

北
千
里
市
民
体
育
館

7
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業

都
市
魅
力
部

工
事
　
1件

山
田
東
中

8
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
管
理
事
業

都
市
魅
力
部

工
事
　
1件

中
の
島
ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド

9
市
民
プ
ー
ル
管
理
事
業

都
市
魅
力
部

工
事
　
1件

片
山
市
民
プ
ー
ル

10
文
化
会
館
管
理
事
業

都
市
魅
力
部

工
事
　
2件

文
化
会
館

令
和
７
年
度
(2
02
5年

度
)資

産
経
営
室
が
行
う
事
業
一
覧
（
予
定
）

（
1）
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令
和
7
年
(
2
0
2
5
年
)
2
月
時
点

№
事
　
業
　
名
　
称

事
業
所
管

業
務
別
件
数

事
業
施
設
名

令
和
７
年
度
(2
02
5年

度
)資

産
経
営
室
が
行
う
事
業
一
覧
（
予
定
）

設
計
　
1件

五
月
が
丘
児
童
セ
ン
タ
ー

工
事
　
1件

竹
見
台
児
童
セ
ン
タ
ー

12
高
城
児
童
会
館
整
備
事
業

児
童
部

設
計
　
1件

高
城
児
童
会
館

設
計
　
2件

吹
六
保
育
園
、
千
三
保
育
園

工
事
　
4件

南
千
里
保
育
園
、
千
里
山
保
育
園
、

垂
水
保
育
園
、
片
山
保
育
園

14
公
立
幼
稚
園
管
理
事
業

児
童
部

工
事
　
1件

佐
竹
台
幼
稚
園

15
公
立
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
管
理
事
業

児
童
部

設
計
　
1件

東
保
育
園

16
岸
部
中
（
北
）
住
宅
跡
地
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

児
童
部

工
事
　
1件

岸
部
中
（
北
）
住
宅
跡
地
複
合
施
設

（
認
定
こ
ど
も
園
）

17
総
合
福
祉
会
館
管
理
事
業

福
祉
部

工
事
　
1件

総
合
福
祉
会
館

設
計
　
2件

東
佐
井
寺
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の
間
、

岸
二
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の
間

工
事
　
3件

千
二
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の
間
、
高
野
台
地
区
高
齢
者

い
こ
い
の
間
、
竹
見
台
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の
間

19
吹
一
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の
間
整
備
事
業

福
祉
部

工
事
　
1件

吹
一
地
区
高
齢
者
い
こ
い
の
間

11
児
童
会
館
管
理
事
業

児
童
部

13
公
立
保
育
所
管
理
事
業

児
童
部

18
高
齢
者
い
こ
い
の
間
管
理
事
業

福
祉
部

（
2）
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令
和
7
年
(
2
0
2
5
年
)
2
月
時
点

№
事
　
業
　
名
　
称

事
業
所
管

業
務
別
件
数

事
業
施
設
名

令
和
７
年
度
(2
02
5年

度
)資

産
経
営
室
が
行
う
事
業
一
覧
（
予
定
）

20
市
営
住
宅
管
理
事
業

都
市
計
画
部

工
事
　
2件

天
道
住
宅
、
津
雲
台
第
２
住
宅

設
計
　
1件

J
R
吹
田
駅
前
北
自
転
車
駐
車
場

工
事
　
1件

阪
急
関
大
前
駅
東
自
転
車
駐
車
場

設
計
　
4件

豊
津
公
園
、
末
広
公
園
、

新
芦
屋
中
央
公
園
、
北
之
町
遊
園

工
事
　
3件

玉
の
井
公
園
、
尺
谷
公
園
、
千
里
山
東
公
園

23
消
防
庁
舎
等
管
理
事
業

消
防
本
部

工
事
　
4件

東
消
防
署
、
中
消
防
庁
舎
、

東
消
防
署
岸
部
出
張
所
、
北
消
防
署
北
千
里
出
張
所

設
計
　
1件

千
一
分
団

工
事
　
2件

千
一
分
団

設
計
　
2件

吹
二
小
、
千
三
小

工
事
　
3件

吹
三
小
、
吹
六
小
、
千
三
小

設
計
　
2件

一
中
、
古
江
台
中

工
事
　
6件

三
中
、
豊
西
中
、
高
野
台
中
、

竹
見
台
中
、
古
江
台
中

21
総
合
的
自
転
車
対
策
事
業
（
自
転
車
駐
車
場
）

土
木
部

22
公
園
等
整
備
事
業

土
木
部

24
消
防
団
運
営
事
業

消
防
本
部

25
小
学
校
改
修
事
業

学
校
教
育
部

26
中
学
校
改
修
事
業

学
校
教
育
部

（
3）
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令
和
7
年
(
2
0
2
5
年
)
2
月
時
点

№
事
　
業
　
名
　
称

事
業
所
管

業
務
別
件
数

事
業
施
設
名

令
和
７
年
度
(2
02
5年

度
)資

産
経
営
室
が
行
う
事
業
一
覧
（
予
定
）

設
計
　
3件

岸
二
地
区
公
民
館
、
吹
田
東
地
区
公
民
館
、

東
佐
井
寺
地
区
公
民
館

工
事
　
2件

千
二
地
区
公
民
館
、
吹
田
東
地
区
公
民
館

28
吹
一
地
区
公
民
館
整
備
事
業

地
域
教
育
部

工
事
　
1件

吹
一
地
区
公
民
館

29
青
少
年
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

地
域
教
育
部

工
事
　
1件

青
少
年
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

30
自
然
の
家
管
理
事
業

地
域
教
育
部

設
計
　
1件

自
然
の
家

設
計
　
2件

千
二
育
成
室
、
千
三
育
成
室

工
事
　
2件

吹
二
育
成
室
、
千
三
育
成
室

技
術
支
援
　
2件

千
三
育
成
室
、
青
山
台
育
成
室

27
公
民
館
管
理
事
業

地
域
教
育
部

31
留
守
家
庭
児
童
育
成
室
管
理
事
業

地
域
教
育
部

（
4）
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議
案
第
２
６
号
参
考
資
料
 

都
市
計
画
部
計
画
調
整
室
  

東
西
道
路
（
市
道
片
山
町

21
号
線
及
び
朝
日
が
丘
町

12
号
線
）
拡
幅
整
備
の
検
討
経
過
 

  

年
 

 
度
 

主
な
内
容
 

所
管
・
出
席
者
等
 

平
成

25
年
度
 

（
20
13

年
度
）
 

都
市
計
画
道
路
千
里
丘
豊
津
線
の
片
山
坂
か
ら
府
道
豊
中
 

吹
田
線
ま
で
の
区
間
を
、
都
市
計
画
変
更
（
廃
止
）
 

道
路
公
園
部
道
路
公
園
企
画
室

 

平
成

27
年
度
 

（
20
15

年
度
）
 

片
山
地
区
意
見
交
換
会
 

（
地
域
の
道
路
課
題
等
に
つ
い
て
）
 

片
山
地
区
連
合
自
治
会
長
・
副
会
長
 

副
市
長
・
都
市
整
備
部
長
・
道
路
公
園
部
長
・
環
境
部
長
・
ま
ち
産
業
活
性
部
長
 

平
成

29
年
度
 

（
20
17

年
度
）
 

JR
吹
田
駅
北
側
ま
ち
づ
く
り
方
針

(案
)作

成
及
び
東
西
 

道
路
の
整
備
に
係
る
基
礎
的
検
討
 

都
市
計
画
部
計
画
調
整
室
 

平
成

30
年
度
 

（
20
18

年
度
）
 

片
山
地
区
意
見
交
換
会
 

（
JR

吹
田
駅
北
側
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
）
 

片
山
地
区
連
合
自
治
会
長
ほ
か
約

2
0
名
 

都
市
計
画
部
計
画
調
整
室
 

吹
田
市
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
 

※
JR

吹
田
駅
北
側
ま
ち
づ
く
り
方
針
（
案
）
の
共
有
及
び

 

 
東
西
道
路
整
備
案
の
検
討
等

 

出
席
者
：
両
副
市
長
、
危
機
管
理
監
、
総
務
部
長
、
都
市
計
画
部
長
、
土
木
部
長
、
 

学
校
教
育
部
長
、
下
水
道
部
次
長
、
環
境
部
次
長
、
 

市
民
部
長
、
都
市
魅
力
部
長
、
児
童
部
長
、
福
祉
部
長
、
 

健
康
医
療
部
長
、
健
康
医
療
審
議
監
、
地
域
教
育
部
長
、
水
道
部
長
 

要
望
書
受
理
 

 

片
山
地
区
連
合
自
治
会
長
含
む
関
連

2
5
団
体
 

片
山
地
区
意
見
交
換
会
 

（
地
域
要
望
等
に
つ
い
て
）
 

片
山
地
区
連
合
自
治
会
、
地
域
団
体
、
関
係
団
体
、
地
域
住
民
 

市
長
、
健
康
医
療
部
、
都
市
計
画
部
 

  

（
１
）
 

21



年
 

 
度
 

主
な
内
容
 

所
管
・
出
席
者
等
 

平
成

30
年
度
 

（
20
18

年
度
）
 

政
策
会
議
 

※
（
地
独
）
市
立
吹
田
市
民
病
院
の
旧
病
院
跡
地
売
却
の
 

基
本
条
件
（
案
）
を
確
認
 

出
席

者
：
市
長
、
両
副
市
長
、
総
務
部
長
、
行
政
経
営
部
長
 

所
管
：
健
康
医
療
部
 

関
連
部
局
：
児
童
部
、
福
祉
部
、
環
境
部
、
都
市
計
画
部
、
土
木
部
、
学
校
教
育
部
、
 

地
域
教
育
部
、
水
道
部
 

令
和
元
年
度
 

（
20
19

年
度
）
 

第
1
回
 旧

病
院
跡
地
売
却
公
募
 

（
基
準
価
格
：

2,
33
0
百
万
円
）
 

（
地
独
）
市
立
吹
田
市
民
病
院

 

令
和

3
年
度
 

（
20
21

年
度
）
 

第
2
回
 旧

病
院
跡
地
売
却
公
募
 

（
基
準
価
格
：

1,
81
0
百
万
円
）
 

（
地
独
）
市
立
吹
田
市
民
病
院

 

令
和

5
年
度
 

（
20
23

年
度
）
 

拡
幅
整
備
部
分
の
地
権
者
の
協
力
意
向
を
確
認
 

都
市
計
画
部
計
画
調
整
室
 

令
和

6
年
度
 

（
20
24

年
度
）
 

東
西
道
路
の
整
備
に
係
る
技
術
的
検
討
 

 

都
市
計
画
部
計
画
調
整
室
 

政
策
調
整
会
議
 

※
地
域
課
題
の
効
果
的
か
つ
早
期
の
解
決
に
向
け
、
市
が
 

主
体
と
な
り
拡
幅
整
備
を
進
め
る
方
向
性
を
確
認
 

出
席
者
：
両
副
市
長
、
総
務
部
長
、
行
政
経
営
部
長
、
 

理
事
（
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
担
当
）
 

所
管
：
都
市
計
画
部
、
土
木
部
、
健
康
医
療
部
 

         

（
２
）
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(1) 

議案第２６号参考資料 

都市計画部住宅政策室 

 

吹田市居住支援協議会の取組 

 

１ 役割 

吹田市居住支援協議会は、住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関す

る法律（住宅セーフティネット法）に基づき、高齢者や障がい者、低額所得者などの

住宅確保要配慮者が安心して住宅を見つけられるような仕組みづくりを目指して、令

和５年（2023 年）２月に発足しました。居住支援団体、不動産関係団体、吹田市の福

祉部局及び住宅部局が参画し、住まいに関する相談から入居後に必要な支援まで市内

の各種団体と連携したサポートを実施しています。 

 

２ 構成 

居住支援団体 社会福祉法人５法人 

不動産関係団体 不動産関係団体２支部 

吹田市 福祉部・都市計画部５室 

 

３ 活動内容（令和６年度（2024 年度）） 

（1）入居前支援 

ア 相談窓口の設置・運営：平日（月～金）１０時～１７時 

イ 住まい探し相談会：令和６年（2024 年）１０月３１日（木）開催 

ウ 賃貸住宅の物件探し・契約手続支援等 

 

（2）入居中支援 

ア 訪問・声かけ等による見守り 

イ 緊急・トラブル時対応 

 

（3）連携強化・体制整備 

ア 総会：年２回開催 

イ 居住支援団体部会：毎月開催 

ウ 不動産協力店と居住支援法人との勉強会：令和６年（2024年）１１月１９日（火）開催 

エ 不動産事業者向け説明会：令和７年（2025 年）１月２１日（火）開催 

オ 北摂３市居住支援協議会意見交換会：２回開催 

 

（4）周知・啓発 

ア Web サイト作成：https://suita-hac.jp/ 

イ パンフレット作成 
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(2) 
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議案第 26号参考資料 

土木部総務交通室 

 

 

吹田市公共交通維持・改善計画の見直しに係る委託業務内容の詳細 

 

 

 

１ 概要 

 

本市の公共交通については、令和４年（2022年）３月に「吹田市公共交通維持・改善計画」を

策定し、持続可能で利便性の高い公共交通ネットワークの実現に向けて、市民・交通事業者・行

政が一体となって、様々な事業に取り組んでいるところです。 

見直しにあたっては、主に以下について整理検討することを予定しており、吹田市地域公共交

通協議会のご意見を伺いながら計画を見直します。 

 

 

２ 業務内容 

 

(1)公共交通に係る現状整理・本市の上位関連計画の整理 

 本市の人口動向、主要施設（病院、公共施設等）設置状況、及び公共交通の状況等の地域特性 

上位関連計画等について整理します。 

 

(2)地域公共交通に関する現状把握 

 本市の公共交通の利用実態や問題点、地域住民・利用者など市民の潜在需要やニーズ等の把握を目

的に住民アンケート(市内６ブロック各 1000 人を無作為抽出)や本市公共交通ネットワークの一

部を担い千里丘地区と千里山地区で運行しているコミュニティバス（すいすいバス）の利用者ア

ンケート、各交通事業者にヒアリングを実施し、利用者や交通事業者等の考えを改めて整理しま

す。また、本計画で定めた目標の達成状況を整理します。 

 

(3)事業進捗の評価 

本計画の策定以降、本市が取組んできた事業の実施結果の評価を行います。 

 

(4)問題点・課題の検討 

上記（２）に関する調査（市民アンケート調査、交通事業者ヒアリング等）等から地域公共交 

通の需要と供給について分析し、問題点や課題を分析します。 

 

(5)目標の実現のための施策の検討 

 前項までの検討結果を踏まえ、持続可能な公共交通ネットワーク形成に向けた取り組みの基

本方針（図-１）や目標（表-１）を再度確認し、実施すべき事業（図-１）及び実施主体等を検

討します。 

 

(6)改定案の作成 

前項までの検討結果を踏まえ、本計画の見直し案や関連資料をとりまとめます。  

（１） 
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３ 事業体系 

課題、基本理念、基本方針を踏まえ、目標を達成するために次の１０の事業を推進します。 

図―１ 事業体系 

出典：吹田市公共交通維持・改善計画（令和４年３月） 

 

４ 計画の目標 

基本理念と基本方針に基づき、吹田市公共交通維持・改善計画の「目標」と「評価指標」を設

定します。 

表―１ 計画の目標 

 

出典：吹田市公共交通維持・改善計画（令和４年３月） 

（２） 
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議案第26号参考資料 

土木部道路室 

吹田市の無電柱化の考え方 

 

１ 経緯と予定 

令和 5年度(２０２３年度)に、市が管理する吹田市地域防災計画に位置付けられた地域緊急交通路 

に対して、道路法第37条に基づき占用の禁止又は制限を実施し、新設する建柱等を制限しています。 

令和 7年度（２０２５年度）より、既設電柱を地中化するための予備設計業務、電線管理者協議を行 

う計画です。 

２ 目的 

防災性の向上、安全で快適な通行空間の確保、良好な景観形成を目的として実施します。 

3 今後の方向性 

  今後、吹田市無電柱化推進計画を作成し、優先順位を付け、計画的に整備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域緊急交通路図 ※吹田市ホームページ掲載 
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(1) 

 

議案第２６号参考資料 

土木部公園みどり室 

 

 

中の島公園の魅力向上事業に応募を検討していた団体のヒアリング資料 

 

 

1 アンケート調査概要 

（１）対象 

魅力向上事業のサウンディング調査に参加した事業者や、現地説明会に参加し応募しなかった事業者

などの１９者 

（２）目的 

今後の魅力向上事業に活かすため 

（３）期間 

令和７年（2025年）１月１７日（金）から令和７年（2025年）１月３１日（金）まで 

 

２ 結果 

アンケート調査の依頼を１９者にメールで送付し、８者からの回答がありました。（回収率は42％） 

複数回答を可としているため、回答者数と回答数の合計は一致しない。 

（１）事業者情報 

ア 業種 

    

   （結果） 

     回答者は公園の維持管理・運営に携わる事業者が多く、次いで建物・スポーツの維持管理・運営 

に関する事業者が多い。 

 

 

 

 

（１）―ア 業種 
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(2) 

 

イ 事業エリア 

 

    （結果） 

     吹田市内で事業を行っている事業者は４者（うち吹田市内のみで事業を行っている事業者は１者） 

と少なく、市外、府外のエリアでも事業を行っている業者が多い。 

   

ウ 官民連携の実績について 

 

    （結果） 

      公園の指定管理に携わる事業者が６者と多く、Park-PFI に携わったことのある事業者は２者。 

  

（１）―イ 事業エリア 

（１）―ウ 官民連携の実績について 
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(3) 

 

（２）今回の中の島公園魅力向上事業への事業参画について 

ア 当初のサウンディング・現地説明会等に参加した目的を教えてください。 

 

（アンケート選択肢） 

(a)事業内容を詳細に確認するため 

(b)事業内容を確認し、参画するか否かの判断をするため 

(c)競合他社の動向を把握するため 

(d)その他（自由記述欄）※本調査結果での回答は不参加のみ 

（結果） 

      参加の可否を判断する事業者の回答数が４者と多く、次いで詳細確認を行う事業者が多い。 

 

 

 

  

（２）―ア 当初の参加目的 
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(4) 

 

イ 本応募に至らなかった理由を教えてください。 

 

（アンケート選択肢） 

(a)事業内容が期待と異なった。（公募対象公園施設、特定公園施設の種類 等） 

(b)採算性が見込めなかった。（集客性、立地 等） 

(c)資金調達に不安があった。（特定公園施設の事業者負担額が大きすぎた。等） 

(d)事業スケジュールが厳しい。（20年という事業期間が長すぎる。等） 

(e)構成企業が見つからなかった。 

(f)その他（自由記述欄）※本調査結果での回答は不参加のみ。 

（結果） 

      採算性が見込めないとの回答が一番多く、次いで事業内容が期待と異なるとの回答が多かっ 

た。 

資金調達に不安を抱く事業者はなし。 

     

 

 

 

 

  

（２）―イ 本応募に至らなかった理由 
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(5) 

 

ウ いつまで本応募をするかどうかを検討していましたか。  

 

（アンケート選択肢） 

(a)事業者サウンディング 

(b)現地説明会 

(c)募集要項の公表時 

(d)提案書提出前 

(e)その他（自由記述欄） ※本調査結果での回答は不参加のみ。 

（結果） 

      事業者サウンディングまで検討していた事業者が多く、次いで募集要項の公表時が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）―ウ 応募の検討時期 
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(6) 

 

（３）今後の公園の魅力向上事業で期待することについて 

ア 官民対話を行う方法について、期待することを教えてください。（複数回答可） 

 

（アンケート選択肢） 

(a)オープン型の事業者サウンディングを増やす。（複数者で集まる合同形式） 

(b)クローズド型の事業者サウンディングを増やす（一対一の個別形式） 

(c)トライアルサウンディングを実施する（試験的公園利用） 

(d)ざっくばらんな敷居の低い打合せ 

(e)事業者希望型の現地案内 

(f)その他  

（結果） 

      ざっくばらんな敷居の低い打合せや、個別のサウンディングを求める事業者が多い。 

 

イ 公園の魅力向上事業への意見や改善策等の提案があれば、御教示ください。 

       ○先般行われた他の P-PFI 事業者公募においても、１回目は応募者が集まらず不調に終わ

り、２回目の公募で１団体応募にて事業者が決定。当該公園も立地条件が悪く、事業者の

関心が薄い案件。 

○公園の魅力向上事業に関する事前サウンディングを行ったとしても、市として当該公園にお

いて事業が成立するかの見極めを慎重に行われることが重要。 

○公園の特性を踏まえた魅力向上策の勘案が重要。 

○市から求められる事業の採算性がこの立地では見込めず、参入を見送り。 

○公園は地域住民が憩い、交流し、豊かな環境を享受できる公共空間であり、その役割が十

分に発揮されることが重要。 

○公園の公益性を守りつつ、多様な事業者が公平に参画し、それぞれの強みを活かした運営

が可能となる仕組みづくりが進められることを期待。 

 

（３）―ア 官民対話に期待すること 
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令和7年(2025年)2月1日現在

（1か月当たり、メーター口径20㎜、メーター料込み、税込み）

1 東大阪市 668 1 高槻市 935 1 大阪市 2,112 1 大阪市 3,476

2 羽曳野市 698 2 大阪狭山市 946 2 枚方市 2,290 2 枚方市 3,841

3 摂津市 748 3 羽曳野市 984 3 貝塚市 2,409 3 茨木市 3,850

4 枚方市 752 4 門真市 985 4 高槻市 2,420 4 貝塚市 4,334

5 柏原市 768 5 東大阪市 992 4 茨木市 2,420 5 和泉市 4,389

6 富田林市 796 5 枚方市 992 6 堺市 2,464 6 堺市 4,466

7 箕面市 809 7 柏原市 1,028 7 和泉市 2,574 7 高槻市 4,565

8 高槻市 825 8 八尾市 1,034 8 東大阪市 2,598 8 守口市 4,574

9 松原市 836 8 藤井寺市 1,034 9 寝屋川市 2,600 9 大東市 4,605

10 和泉市 853 8 貝塚市 1,034 10 大東市 2,625 10 寝屋川市 4,613

11 池田市 880 11 池田市 1,045 11 守口市 2,638 11 摂津市 4,703

12 八尾市 884 11 大阪市 1,045 12 柏原市 2,678 12 柏原市 4,790

13 泉大津市 887 13 泉大津市 1,054 13 大阪狭山市 2,706 13 大阪狭山市 4,818

14 高石市 911 14 和泉市 1,056 14 門真市 2,723 14 富田林市 4,884

15 守口市 942 15 寝屋川市 1,060 15 羽曳野市 2,744 15 東大阪市 4,886

16 大阪狭山市 946 16 大東市 1,085 16 池田市 2,750 16 河内長野市 4,933

17 堺市 959 17 箕面市 1,086 17 八尾市 2,772 17 羽曳野市 4,944

18 河内長野市 964 18 堺市 1,122 18 摂津市 2,778 18 高石市 4,946

19 藤井寺市 968 19 河内長野市 1,127 19 吹田市 2,805 19 泉南市 5,000

20 門真市 985 20 四條畷市 1,130 20 富田林市 2,816 20 吹田市 5,005

21 岸和田市 990 21 富田林市 1,133 21 豊中市 2,838 21 門真市 5,011

22 大阪市 1,001 22 守口市 1,164 22 高石市 2,911 22 箕面市 5,046

23 貝塚市 1,034 23 摂津市 1,183 23 四條畷市 2,923 23 泉佐野市 5,049

23 泉佐野市 1,034 24 泉佐野市 1,254 24 箕面市 2,934 24 池田市 5,115

25 寝屋川市 1,060 25 吹田市 1,265 25 河内長野市 2,975 25 岸和田市 5,192

26 大東市 1,085 26 松原市 1,287 26 泉佐野市 3,014 26 豊中市 5,203

27 吹田市 1,089 27 高石市 1,316 27 松原市 3,124 27 四條畷市 5,211

28 阪南市 1,111 28 豊中市 1,353 28 阪南市 3,153 28 八尾市 5,247

29 四條畷市 1,130 29 岸和田市 1,419 29 岸和田市 3,157 29 阪南市 5,419

29 泉南市 1,130 30 茨木市 1,540 30 泉大津市 3,199 30 交野市 5,513

31 豊中市 1,247 31 阪南市 1,564 31 泉南市 3,240 31 松原市 5,522

32 交野市 1,282 32 交野市 1,586 32 藤井寺市 3,278 32 泉大津市 5,707

33 茨木市 1,298 33 泉南市 1,733 33 交野市 3,434 33 藤井寺市 5,863

府内平均 957 府内平均 1,169 府内平均 2,791 府内平均 4,870

６㎥/月 １０㎥/月 ２０㎥/月 ３０㎥/月

料金(円/月) 料金(円/月) 料金(円/月) 料金(円/月)

議案第３５号参考資料
水道部企画室

大阪府内33市における水道料金比較

順
位

使用水量
順
位

使用水量
順
位

使用水量
順
位

使用水量
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議案第 36 号　参考資料

下水道部経営室

1　下水道施設の老朽化対策

ストックマネジメント(SM)の必要性ストックマネジメント(SM)の必要性

【管路施設】【管路施設】

現在 50年後

3km/年改築した場合の
50年後の管渠の状態

措置必要
66％

緊急度Ⅰ

緊急度Ⅱ

緊急度Ⅲ

劣化なし

50 年経過管
約 188 km

40 年経過管
約 156 km

km

総延長
約 861 km

吹田市下水道ストックマネジメント （SM） 実施方針 （要約版）

　下水道施設を財源等の制約のもと適切に管理していくためには、短期的（5年程度）な部分最適で

の改築ではなく、中長期的な視点で下水道事業全体下水道事業全体の今後の老朽化の進展状況を捉えて、優先順位優先順位を

つけながら施設の改築を進めることで、事業費の更なる削減・平準化を図ることが重要である。その

ためには、下水道施設全体の中長期的な施設状態を予測しながら維持管理、改築を一体的にとらえて

計画的・効率的に管理するSMを実施していく必要がある

（１）吹田市における管渠の布設状況

　吹田市の下水道管渠は約861kmあり、標準耐

用年数50年を経過する管渠が約188km(22%)、

更に10年後には標準耐用年数を経過する管渠

が約344km(40%)である。※平成28年度末

（２）今後の管渠改築事業量及び劣化予測

　平成22年度に正雀川処理分区の長寿命化計画を、平成26年度に高川処理分区の長寿命化計画を策定

し、平成28年度末までに延べ16.7km（年2～3km）の改築を実施してきた。

①今後も同じ事業量（年3km、4億円）で改築を実施する場合には、マルコフ推移確率モデルを用いて

50年後の劣化予測を行うと措置必要の割合が現在（35%）の2倍程度（66%）になり、道路陥没等のリ

スクが増大する

（　1　）
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点検年次（一般）

点検年次（重要）

事業量 （単位：km）
令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 合 計 5年平均

重要施設 17.1 7.3 0.0 35.1 29.8 89.3 17.9
一般施設 50.0 61.5 68.8 58.3 27.2 265.8 53.2
計 67.1 68.8 68.8 93.4 56.9 355.1 71.0

重要施設 4.7 8.6 3.6 0.0 17.6 34.4 6.9
一般施設 29.4 25.0 30.8 34.4 29.1 148.7 29.7
計 34.1 33.6 34.4 34.4 46.7 183.1 36.6

事業費 （単位：百万円）
令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 合 計 5年平均

重要施設 10.1 4.3 0.0 20.8 17.6 52.8 10.6
一般施設 29.6 36.4 40.7 34.5 16.1 157.2 31.4
計 39.7 40.7 40.7 55.2 33.7 210.0 42.0

重要施設 7.8 14.3 6.1 0.0 29.3 57.5 11.5
一般施設 49.1 41.8 51.4 57.5 48.7 248.3 49.7
計 56.9 56.1 57.4 57.5 78.0 305.8 61.2

96.6 96.7 98.1 112.7 111.7 515.8 103.2

点検

調査

点検

調査

合計

重重要度 選定した施設 総スパン数 点検頻度 総延長(km) 調調査頻度
最重要施設 腐食環境下の管路施設 64 5年に1回 1.9 －
重要施設 重要な幹線等（地震対策） 8,668 8年に1回 254.9 15年に1回
一般施設 その他の管路施設 28,865 15年に1回 604.7 30年に1回

年　度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 合　計

4,971m 5,436m 5,600m 5,038m 5,283m 26,327m

703百万円 766百万円 801百万円 732百万円 762百万円 3,764百万円

ストックマネジメント計画
（管路施設）

（３）点検・調査計画（R5年度～R9年度）

　改築の実施にあたっては、計画的な点検を実施し、点検により不具合が見つかった箇所を調査する

必要がある。点検・調査の頻度については、重要度に応じた頻度設定例が国ガイドラインに示されて

いる。以下に重要度に応じた頻度設定による概算費用及び点検箇所図を示す。

（４）改築更新計画（R5年度～R9年度）

　管路施設の改築事業量としては、予定している点検・調査延長から概算事業量を見込んでおり、

年間5.5㎞程度の改築で約8億円程度の改築費用が必要となる。

②現在の措置必要割合（35%）を維持しようとすると、年あたり10.1km、14億円程度の事業量となる。

（　２　）

現在 50年後

緊急度Ⅲ

劣化なし

緊急度Ⅱ

10. 1km/年改築した場合の
50年後の管渠の状態

措置必要
37％

緊急度Ⅰ
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名称 処理方式 処理能力 供用開始 備考

南吹田
下水処理場

活性汚泥法
（一部高度
処理）

71,600 ㎥/日
１系：S46 年
２系：H 元年

汚泥脱水ケ
ーキは外部
搬出

川面
下水処理場

活性汚泥法 25,300 ㎥/日 S41 年
汚泥は南吹
田 TP へ圧
送

川園
ポンプ場

－
汚：39.6 ㎥/分
雨：849㎥/分

S43 年
汚水は川面
TP へ圧送

▲ 健全度推移予測
▲ 現在の推定健全度割合

▲ 設備の健全度の定義（資産額ベース）

南吹田
下水処理場

川園
ポンプ場

川面
下水処理場

健全度 運転状態

5 設置当初、機能上問題な
い。

4 機能上問題ないが、劣化の
兆候が現れ始めた状態。

3
劣化が進⾏しているが、機
能は確保できている状態。
機能回復可能。

2
所定の機能が発揮できない
状態。または、いつ停⽌し
てもおかしくない状態。機
能回復が困難。

1 動かない。機能停⽌

【処理場・ポンプ場施設】【処理場・ポンプ場施設】

（２）老朽化の状況

　処理場・ポンプ場において、設置当初健全度５であったものが

標準耐用年数の２倍に到達した時点で健全度２となり、その間は

直線的に健全度が低下していくものと仮定して現在の健全度割合

を推計した。措置が必要とされる健全度２以下の割合が20％を超

えていることから計画的な改築更新が必要。

（１）現有施設の諸元

（３）リスク評価

　点検調査・改築の優先順位付けを行うために各施設等においてリスクマトリクスによるリスク評価

を行った。リスクマトリクスは、被害規模と発生確率の積によりランク付けした。ただし、標準耐用

年数の２倍を超えた施設等は不具合の発生が非常に起こりやすいため「リスク大」に分類した。

（　３　）

発生確率

（不具合の起こりやすさ）

被害規模

（影響度）

発生確率は各施設等の標準耐用年

数超過率を採用した。

被害規模は地震対策計画におけ

る処理機能の影響を考慮して定

めた。

リスクマトリクス
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状態監視保全 時間計画保全

予防保全 事後保全

土木建築躯体、機械設備（事後
保全に位置付けた設備を除
く）、自家発電設備

電気設備（自家発電設備を除く）
防食、防水、仕上、建築付帯設
備、機械付帯設備（配管類、ポ
ンプ類）、電気付帯設備（ゲー
ブル・配管類）

ポンプ場・
処理場施設対象施設

保全区分

（４）管理方法の設定

　予防保全管理を主とし、状態監視保全により施設等を適切に管理するが、劣化の把握が困難な電気

設備は時間計画保全に位置付け目標耐用年数（標準耐用年数の1.5倍程度）で更新を進める。また、

処理機能に影響の少ない施設等は事後保全とし、施設管理の最適化を図った。

（５）長期的な改築事業量の見通し

　リスクを現況程度に抑えつつ、事業費の平準化を図ったシナリオを最適とし、改築事業量を見通し

た。当初から2068年度までは年10億円、2069年度以降は年12億円程度の改築事業費が見込まれる。

※100年間の改築総費用：105,033百万円（マンホールポンプ、雨水調整池を除く）

（６）改築更新計画（R5年度～R9年度）

　予防保全管理とした施設等のうち、状態監

視保全設備は健全度が低下、時間計画保全設

備は目標耐用年数に達したものを改築更新対

象に位置付けた。事業費は、実施設計・積算

期間も必要なため５年間で約73億円とした。

※事後保全管理としたものは、不具合が発生

・兆候が現れてから改築するため本計画には

含めていない。

（　４　）

52




